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南小学校の運動会

勇壮なだんじり祭

日程は変更する場合があります。直前にお電話などでご確認ください。

も  く  じ  
第３回臨時会
９月定例会

○会議はいずれも午前10時から

○定員は40人、議案書を10冊用意しています。

傍聴にお越しください

  12月定例会予定

（12月15日の議会運営委員会のみ午後１時30分から）

●本会議
　12月8日（火）・9日（水）・11日（金）・22日（火）

●委員会 （別室で音声のみ）
　【議 会 運 営 委 員 会】12月2日（水）・12月15日（火）
　【事業厚生常任委員会】12月15日（火）
　【総務文教常任委員会】12月16日（水） 
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第 ３ 回 臨 時 会
審　議　案　件 鱧谷 田中

（富）腕野 文野 白間 奥野
議長 渡辺 糀谷 月岡 矢野 江川 坂上 鈴木 田中

（正）藤原 大村

平成21年度熊取町一般会計補正
予算（第３号）について × × × × 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 △ ×

９ 月 定 例 会
審　議　案　件 鱧谷 田中

（富）腕野 文野 白間 奥野
議長 渡辺 糀谷 月岡 矢野 江川 坂上 鈴木 田中

（正）藤原 大村

平成20年度熊取町一般会計決算
認定について × × × × 〇 － 〇 〇 欠席 〇 × × 〇 〇 × ×

平成20年度熊取町下水道事業特
別会計決算認定について × 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 欠席 〇 × × 〇 〇 〇 〇

平成20年度熊取町国民保険事業
特別会計決算認定について × 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 欠席 〇 × × 〇 〇 〇 〇

平成20年度熊取町老人保健特別
会計決算認定について × 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 欠席 〇 × × 〇 〇 〇 〇

平成20年度熊取町後期高齢者医
療特別会計決算認定について × 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 欠席 〇 × × 〇 〇 〇 〇

白間泰男議員の辞職勧告動議に
ついて × 〇 〇 〇 除斥 － × × 欠席 × × × × × 〇 〇

議員の態度表明（○賛成 ×反対 △退場）態度が分かれたもののみ表示（議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します）

　非正規・正規労働者の解雇・雇い止
めが全国的に大きく広がっている。4
－6月期の総務省調査では非正規労働
者は1685万人、前年比47万人減で正規
29万人減より下落幅が大きく、雇用の
調整弁とされている実態が浮かび上が
る。中でも、３８１万人に達した（08
年）派遣労働者の劣悪な労働条件が大
きな社会問題となり、「派遣切り」の言
葉に象徴されるように、いとも簡単に
切り捨てられる労働力としての問題点
が、国政上の大きな課題となっている。
　よって労働者派遣法を抜本的に改正
し、派遣労働者の権利を守る内容にす
ることを強く求める。

（提出先）　内閣総理大臣、総務大臣、
厚生労働大臣、衆議院議長、参議院議長

　我が国の経済は若干の持ち直しの動
きがみられるものの、引き続き厳しい
景気動向の中で、雇用失業情勢は有効
求人倍率0.42％（Ｈ21年8月）、完全失
業率5.7％と依然として最悪の状況が続
いている。特に、非正規労働者等の失
業期間の長期化が懸念され、こうした
事態に対応するため、政府は平成21年
度補正予算に緊急人材育成・就職支援
基金による支援事業を計上。我が国の
雇用情勢のこれ以上の悪化を防ぐため、
政府におかれては、さらなる取り組み
を行うよう強く要請する。
（提出先）　内閣総理大臣・厚生労働大臣

　改正貸金業法成立（06年）後、多重債
務者が大幅に減少し、着実にその成果
を上げつつある。他方、昨今の経済危
機や、一部商工ローン業者の倒産など
により、資金調達が制限された中小企
業者の倒産が増加しているなどをこと
さら強調して、改正貸金業法の完全施
行の延期や規制の緩和を求める論調が
ある。
　完全施行の先延ばしや規制の緩和は、
再び自殺者や自己破産者の急増を招き
かねず許されるべきではない。よって
国に対し、改正貸金業法の早期完全施
行、セーフティネット貸付の充実を求
める。

（提出先）　内閣総理大臣、消費者・少子
化担当大臣、厚生労働大臣、衆議院議長、
参議院議長

改正貸金業法の早期完全施行等を
求める意見書

労働者派遣法の抜本改正を求める
意見書

大胆できめ細かな雇用対策を
求める意見書

意  見  書 の 採  択

９月定例会その他の案件（全て全会一致）
● 公平委員会委員の選任同意について（中谷　睦子氏　　大宮在住）
● 教育委員会委員の任命同意について（島林　泰人氏　　大宮在住）
● 熊取町指定金融機関の指定について（平成21年10月１日から㈱三井住友銀行を熊取町指定金融機関として指定）

注：除斥とは法により議事に参加できない
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平成20年度　一般会計歳入歳出決算

歳     出
区　　分 金　　額 構　成　比

（単位：千円、％）

歳　出　合　計

民　　 生　　 費
土　　 木　　 費
総　　 務　　 費
公債費（借金返済）
教　　 育　　 費
衛　　 生　　 費
消　　 防　　 費
農 林 水 産 業 費
議　　 会　　 費
商　　 工　　 費
災  害  復  旧  費

歳     入
区　　分

町　　　　　  税
地  方  交  付  税
町　　債 （借 金）
国  庫  支  出  金
府　支　出　金
繰　　 入　　 金
そ　　 の　　 他
歳　入　合　計

金　　額 構　成　比

（単位：千円、％）

46億1,266万6千円
17億7,446万3千円
7億1,450万0千円
4億9,905万3千円
7億6,793万1千円
4億3,000万3千円
14億199万6千円
102億60万8千円

45.2%
17.4%
7.0%
4.9%
7.5%
4.2%
13.7%

30億962万5千円
12億6,384万4千円
13億9,110万1千円
14億689万5千円

12億1,293万5千円
11億1,283万1千円
4億4,497万3千円
1億137万1千円

1億2,605万6千円
2,142万3千円
1,769万3千円

101億874万7千円

29.8%
12.5%
13.8%
13.9%
12.0%
11.0%
4.4%
1.0%
1.2%
0.2%
0.2%

町税収入額及び住民一人当たりの町税負担額の推移

※住民一人当たりの経費は、借換債に係る経費を除いています。

43億1,195万7千円

1.4％

33.8％

9万7,617円

26万6,575円

42億4,115万円

△1.6％

37.5％

9万5,485円

24万3,172円

46億8,550万2千円

10.5％

44.5％

10万5,075円

23万2,420円

区　分 年　度

町   税   収   入   額

対  前  年  度  伸  び  率

歳 入 総 額 に 占 め る 率

住民一人当たりの負担額

（参考）住民一人当たりの経費

平成17年度 平成18年度 平成19年度

46億12,66万6千円

△1.6％

45.2％

10万3,451円

22万2,651円

平成20年度

平成20年度末における町有財産と町債（借金）の状況
町有財産の部

土 地

建 物

出 資 金

基金（貯金）

平成20年度末現在高

1,991,939.09㎡

112,890.71㎡

3億 2,333万 3千円

41億 7,845万 3千円

94億 4,373万 0千円

97億 2,991万 2千円

191億 7,364万 2千円

平成20年度末の一般会計の借金残高

平成20年度末の特別会計の借金残高

合　　　　　　計

町　債　（借　金）　の　部

町債（借金）
7億1,450万0千円

府支出金
7億6,793万1千円

繰入金
4億3,000万3千円

国庫支出金
4億9,905万3千円

その他
14億199万6千円

民生費
30億962万5千円

土木費
12億6,384万4千円

総務費
13億9,110万1千円

公債費（借金返済）
14億689万5千円

教育費
12億1,293万5千円

衛生費
11億1,283万1千円

消防費
4億4,497万3千円

農林水産業費
1億137万1千円

議会費
1億2,605万6千円

商工費
2,142万3千円

災害復旧費
1,769万3千円

歳入決算額102億60万8千円

歳出決算額101億874万7千円

町税
46億1,266万6千円

地方交付税
17億7,446万3千円
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決
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
平
成
20
年
度
一

般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

の
件
、ほ
か
８
件
の
特
別
会

計
の
審
査
を
行
う
為
、９
月

14
日
・
15
日
・
17
日
の
三
日
間
、

決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。一
般
会
計
決

算
審
査
で
は
、活
発
な
質
疑

応
答
が
あ
り
、各
会
派
か
ら

は
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
後
に
採
決
を
し

た
結
果
、共
産
党
、政
勇
ク
ラ

ブ
、熊
取
未
来
ク
ラ
ブ
、新
風

ク
ラ
ブ
の
各
代
表
が
否
決
を

し
（
理
由
は
別
途
会
派
の
意

見
・
要
望
に
記
述
）賛
成
少

数
で
「
認
定
し
な
い
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
特
別
会
計
の

土
地
取
得
、下
水
道
事
業
、国

民
健
康
保
険
事
業
、老
人
保

健
、介
護
保
険
、墓
地
事
業
、

後
期
高
齢
者
医
療
、水
道
事

業
、以
上
８
件
を
順
次
審
査

し
、活
発
な
質
疑
応
答
が
あ

り
、一
会
派
か
ら
意
見
・
要

望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。採
決

を
し
た
結
果
、賛
成
多
数
あ

る
い
は
賛
成
全
員
で
「
原
案

の
と
お
り
認
定
す
べ
き
も

の
」と
決
定
し
、決
算
審
査
特

別
委
員
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

９
月
29
日
、本
会
議
に
お
い

て「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」

の
審
議
結
果
に
つ
い
て
委
員

長
よ
り
報
告
し
同
様
の
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

平成20年度一般会計
決算を不認定

委 員 長 矢 野 正 憲
副委員長 腕 野 幸 博

鱧 谷 陽 子
田中富士雄
藤 原 敏 司
渡 辺 豊 子
田 中 正 旗
大 村 敏 夫

決算審査特別委員会委員

決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
け
る

主
な
質
疑
応
答

問　

各
種
税
金
の
滞
納
な
ど

の
対
応
に
つ
い
て
、
町
税
の

徴
収
率
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
の

対
応
に
つ
い
て
。

答　

督
促
状
を
６
月
～
９
月

に
か
け
て
送
付
を
し
て
い
る
。

ま
た
催
告
書
に
お
い
て
、
来

庁
を
う
な
が
し
て
い
る
。
法

律
対
応
と
し
て
、
差
し
押
さ

え
を
講
じ
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
等
の
活
用
。
ま
た
先

行
す
る
抵
当
権
が
あ
れ
ば
分

納
額
を
増
や
す
な
ど
を
し
て

対
応
し
て
い
る
。
徴
収
率

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
４
月
か
ら
大
阪
府
か
ら

徴
収
の
ベ
テ
ラ
ン
Ｏ
Ｂ
が
来

て
く
れ
て
い
る
。
町
内
・
町

外
で
あ
ろ
う
が
直
接
会
っ
て

話
を
す
る
臨
戸
徴
収
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

問　

防
犯
灯
の
設
置
状
況
は

ど
う
か
？

答　

平
成
20
年
度
は
新
設

９
ヶ
所
。
照
度
を
明
る
い
も

の
に
変
え
た
も
の
が
29
ヶ
所
。

防
犯
灯
の
要
望
は
多
い
が
、

中
学
校
単
位
で
行
っ
て
お
り
、

２
巡
目
に
入
っ
た
と
こ
ろ
だ
。

問　

自
主
防
災
の
育
成
補
助

に
つ
い
て
。

答　

平
成
20
年
度
に
東
和

苑
・
小
谷
地
区
。
最
近
に
な

り
大
久
保
区
も
結
成
さ
れ
、

現
在
10
団
体
。
自
主
防
災
・

住
民
の
認
識
を
上
げ
る
講
演

会
や
訓
練
を
通
じ
て
、
住
民

の
み
な
さ
ん
の
認
識
を
上
げ

た
い
。
そ
れ
が
自
主
防
災
組

織
の
結
成
に
つ
な
が
る
。

問　

資
源
ご
み
処
分
手
数
料

に
つ
い
て
。

答　

自
治
会
の
子
供
会
や
長

生
会
が
自
主
的
に
資
源
ご
み

を
収
集
し
活
動
費
に
あ
て
て

い
る
が
、
資
源
ご
み
を
各
自

で
収
集
業
者
と
交
渉
す
れ
ば

有
価
物
に
な
る
。
ご
み
と
し

て
出
さ
れ
れ
ば
、
自
治
体
に

収
集
義
務
が
あ
る
。
自
治
会

の
活
動
費
を
得
る
た
め
の
資

源
ご
み
収
集
が
広
が
れ
ば
、

手
数
料
は
少
な
く
て
す
む
。

問　

簡
易
保
育
所
補
助
金

（
認
可
外
保
育
所
）に
つ
い
て
。

答　

平
成
19
年
か
ら
順
次
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
い
て
減
額
を
し
て
き
た
。

平
成
21
年
度
か
ら
は
、
認
可

外
保
育
所
に
つ
い
て
は
補

助
・
助
成
は
し
な
い
。

問　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
に

つ
い
て
。

答　

就
学
前
ま
で
年
齢
拡
大

を
し
て
き
た
。
対
象
者
１
，

２
０
９
名
。
月
平
均
二
百
万

円
弱
が
年
齢
拡
大
で
増
加
し

て
い
る
。
今
後
の
年
齢
引
上

げ
に
つ
い
て
は
、
財
政
等
も

あ
る
の
で
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
。

問　

町
の
顧
問
弁
護
士
は
、

平
成
９
年
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
ず
っ
と
随
意
契
約
を
し

て
い
る
が
、
今
回
の
談
合
事

件
の
裁
判
に
お
い
て
、「
最

低
制
限
価
格
を
十
分
主
張
し

た
と
は
思
え
ず
、
熊
取
町
の

た
め
に
十
分
な
働
き
を
し
た

と
は
言
い
難
い
。」
こ
う
い

う
点
を
考
え
て
、
顧
問
弁
護

士
を
変
え
る
検
討
を
す
る
つ

も
り
は
な
い
か
？

答　
（
中
西
町
長
）
十
二
分

に
信
頼
で
き
る
弁
護
士
と
い

う
こ
と
で
選
任
を
し
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
の
で
、
顧
問
弁

護
士
を
替
え
る
気
持
ち
は
一

切
な
い
。

問問

問問

問

問

問

答

答答 答

答 答

答
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平成20年度特別会計決算に対する会派の意見・要望

①下水道事業特別会計について、経営安定化とし
て平成20 年１月から使用料金が訂正され、値上
げとなりました。住民の生活状況に配慮し料金の
抑制を求める。
②国民健康保険特別会計について、保険料は、生
活実態に合わせ減免制度を求める。また納付相談
は、住民の個別の状況に配慮し、短期証や資格証
明書の発行をしないように要望する。
③後期高齢者医療特別会計においては、当初から

この保険制度に反対し、廃止を求めるものである。
保険料徴収率99．51％と高い水準は、生活実態を
無視して有無を言わせない年金からの天引きに
よるものである。納付相談を丁寧にし短期証や資
格証明書を絶対に出さない事を要望する。
④介護保険特別会計については「地域包括支援セ
ンター」の適切な運営及び効果的な事業展開がで
きるように体制の強化を求め、保険料減免の拡
充・利用料減免の創設を要望する。

会計名
歳入 歳出

結果
決算額 前年度との比較 決算額 前年度との比較

下水道事業 16億0,030万8千円 3億6,367万6千円の増 16億0,022万1千円 3億6,359万0千円の増 賛成12・反対３で認定
国民健康保険事業 40億3,681万9千円 1億0,293万4千円の減 41億3,178万0千円 3,925万8千円の減 賛成12・反対３で認定
老人保健 3億2,246万6千円 26億8,529万8千円の減 3億1,787万5千円 27億3,150万5千円の減 賛成12・反対３で認定
介護保険 21億6,195万3千円 1億5,202万7千円の増 20億9,912万2千円 1億4,207万0千円の増 全員賛成で認定
墓地事業 508万4千円 1億1,682万2千円の減 508万4千円 1億1,682万2千円の減 全員賛成で認定
後期高齢者医療 3億2,353万4千円 3億2,064万6千円 賛成12・反対３で認定
水道事業 10億2,053万6千円 2億3,827万9千円の減 12億8,590万6千円 9,563万1千円の減 全員賛成で認定

平成20年度特別会計決算

★水道事業は、収益的事業（給配水事業）と資本的事業（設備投資事業）を合計しています。

一
般
会
計
決
算
に
対
し
、
会
派
意
見
・
要
望

 

公
明
党

①
「
事
業
仕
分
け
」に
よ
る

行
政
事
業
の
見
直
し
。

②
妊
婦
健
診
公
費
負
担
の
拡

充
、乳
幼
児
医
療
費
助
成
の

拡
充
、フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
の
早
期

実
施
、病
後
児
保
育
の
導
入
。

③
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

④
男
女
共
同
推
進
条
例
の
制

定
。

⑤
親
と
子
の
相
談
体
制
の
拡

充
。

⑥
小
物
の
不
燃
物
の
10
ℓ
袋

の
採
用
。

⑦
夜
間
・
休
日
検
診
の
導
入
。

⑧
農
業
の
地
産
地
消
の
推
進
、

イ
ノ
シ
シ
対
策
へ
の
支
援
。

⑨
入
札
制
度
改
革
の
さ
ら
な

る
推
進
。

 

日
本
共
産
党

①
税
の
徴
収
は
、生
活
困
窮

に
丁
寧
な
納
付
相
談
と
減
免

を
進
め
る
こ
と
。

②
入
札
制
度
改
革
は
、透
明

性
合
理
性
の
確
保
を
。第
三

者
委
員
会
の
中
で
最
低
制
限

価
格
に
つ
い
て
検
証
す
る
事
。

 日本共産党

③
０
歳
児
保
育
等
、ニ
ー
ズ

に
あ
っ
た
保
育
を
。公
立
保

育
所
は
自
園
給
食
に
。

④
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
。

教
室
へ
の
扇
風
機
の
設
置
を
。

⑤
雇
用
対
策
は
地
域
密
着
で
。

実
態
を
調
査
し
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
を
。

 

政
勇
ク
ラ
ブ

①
税
収
確
保
の
為
、滞
納
対

策
の
更
な
る
改
革
と
動
産
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
早

期
に
実
現
す
る
。

②
委
託
料
は
、競
争
原
理
を

働
か
せ
た
委
託
に
す
る
。

③
公
用
車
は
、リ
ー
ス
化
の

検
討
と
実
施
。

④
商
工
費
は
、商
工
業
の
未

来
の
為
に
方
向
性
を
示
せ
る

資
金
計
画
を
。

⑤
現
弁
護
士
に
委
託
し
て
い

る
状
況
は
、独
占
的
契
約
で
、

来
年
度
新
た
な
顧
問
弁
護
士

を
選
任
す
る
よ
う
。

 

新
政
ク
ラ
ブ
・
緑
風
会

　

早
急
に
小
型
不
燃
物
の
収

集
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

 

熊
取
未
来
ク
ラ
ブ

①
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に

お
い
て
は
、近
隣
自
治
体
と

の
広
域
行
政
を
図
ら
れ
た
い
。

②
町
顧
問
弁
護
士
に
つ
い
て

は
、請
負
代
金
請
求
事
件
に

関
し
判
断
・
行
動
は
納
得
い

か
な
い
。故
に
新
し
い
人
材

を
要
望
す
る
。

③
「
協
働
」に
則
っ
た
行
政

と
議
会
が
同
じ
テ
ー
ブ
ル
で

議
論
・
協
議
す
る
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
要
望
す
る
。

 
新
風
ク
ラ
ブ

①
顧
問
弁
護
士
に
つ
い
て
は
、

談
合
の
損
害
賠
償
裁
判
に
お

い
て
、最
低
制
限
価
格
を
訴

え
る
点
で
、ミ
ス
が
あ
っ
た

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。弁

護
士
変
更
を
検
討
さ
れ
た
し
。

②
固
定
資
産
税
滞
納
者
に
対

し
、法
的
措
置
を
含
め
て
厳

し
く
対
応
さ
れ
た
し
。

③
泉
州
地
区
の
医
療
体
制
に

つ
い
て
、広
域
で
協
力
体
制

を
築
く
た
め
の
提
案
を
さ
れ

た
し
。
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議
会
基
本
条
例
を
制
定
し

一
年
半
が
経
ち
ま
し
た
。住

民
皆
様
に
「
信
頼
さ
れ
る
議

会
」「
身
近
な
議
会
」を
目
指

し
て
議
会
報
告
会
な
ど
活
発

な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
、議
会
改
革
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
発
展
途
上

に
あ
り
ま
す
。こ
の
議
会
基

本
条
例
を
も
っ
て
住
民
皆
様

と
よ
り
緊
密
に
「
情
報
を
共

有
」す
る
に
は
、又
、住
民
皆

様
と
「
議
会
基
本
条
例
の
精

神
を
共
有
」す
る
に
は
、熊
取

町
議
会
は
ど
う
行
動
す
べ
き

か
を
改
め
て
考
え
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
手

段
と
し
て
、「
議
会
の
あ
り
方

研
究
会
」を
設
置
し
て
知
恵

を
出
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

「
議
会
の
あ
り
方
研
究
会
」設
置

さ
ら
な
る

議
会
改
革
を
め
ざ
し
て

　顧問弁護士に対する支払は妥当と
言い難い。よって平成20 年度一般会
計決算認定を否認する。その理由は、
①町営住宅建て替え工事の談合事件

による損害賠償請求の一審裁判に
おいて熊取町として最も大事な最
低制限価格についての主張を十分
していない。

②大阪高裁において、同じく最低制限
価格について説明不足の結果、裁判
長は「熊取において最低制限価格
は入札前に公表していなかった」と
誤認識したうえで判決を下した。

③藤原前議長が議会の思いを高裁で
意見陳述したいと申し入れをした
にもかかわらず、顧問弁護士は協力
姿勢を示さず結局、意見陳述は実現
しなかった。

④顧問弁護士とは平成９年から長年
随意契約をしているが、「顧問弁護
士を変えることを検討しないか」と
の質問に対し、町長は、言下に「顧
問弁護士を変える気持ちは一切な
い」と答弁。住民代表である議員の
提案に対し真摯に耳を傾ける姿勢
に欠けるといわざるを得ない。

　日本共産党は、2008年度一般会計決算につ
いて次の４点について反対します。
①一昨年談合事件が発覚し、入札制度につい

ては改革されましたが、行政として、真相解
明、町民への説明が不十分です。

②反対署名があった保育料の値上げし、住民
負担増になったことは、住民の経済状況を
考えると賛成しがたい。また、認可外保育所
支援の打ち切り、保育所の給食が自園方式
でないことは残念でなりません。

③多くの住民がゴミ有料化に反対していたに
もかかわらず、指定袋を作成し住民負担を
増やす準備をした決算です。

④図書館の図書費が半分に削減されたままで
あることにより図書館の魅力が弱まってい
ます。

　下水道事業決算については、１月より値上
げされました。受益者負担を名目に負担を求
めることに納得できません。
　国民健康保険事業については、資格証明書
の発行が若干減少したとはいえ、国民健康保
険料の水準は、滞納が出てもやむを得ないく
らいの高い水準となっています。原則として
資格証明書は発行しないという姿勢が求めら
れています。
　後期高齢者医療特別決算については高齢者
を差別する医療制度に反対です。
　老人保健特別会計決算については、後期高
齢者医療制度への移行過程ということで、反
対します。

○一般会計について
　歳入については、減収補てん地方特例交付金
が増加したものの、町民税法人税割、地方交付
税などの各種交付税の減により、経常一般財源
は大幅な減少となった。歳出については、行財
政構造改革プラン・アクションプログラムの実
行により、人件費をはじめ各種経費が減少し、
経常収支比率は、前年度に比べ0.6ポイント改善
されている。
①乳幼児医療費助成において所得制限を廃止

し、通院に係る助成対象を就学前まで拡大。
②第１・３・７・８保育所における土曜日の保

育時間の延長。
③入札制度改革の実施。
○下水道事業特別会計について
　人口普及率67.6％と着実に事業推進が図られ
ている。
○国民健康保険事業特別会計について
　医療制度改革の影響で大きく変動しており、
約９千５百万円の赤字となっているが、財政の
安定化にむけ、早急な赤字額の解消を望む。
○介護保険特別会計について
　所得段階を６段階から９段階に増やし、低所
得者に対する町独自減免制度を創設するなど、
負担が所得に応じた無理の無いよう、配慮して
いる。
○水道事業会計について
　耐震管の新設や老朽菅の布設替え、南海送
水施設改修工事など計画的な更新整備をおこ
なっている。安全、安心で良質な「水」を供給で
きるように努めてもらいたい。

政勇クラブ・熊取未来クラブ・
新風クラブ日本共産党新政クラブ・公明党・緑風会

本会議での決算（　　）に対する討論一般会計
特別会計

賛  成 反  対 反  対

　

こ
の
研
究
会
で
『
議
会
基

本
条
例
』を
も
っ
と
広
く･

深
く
活
用
す
る
方
法
を
探
り

ま
す
。

　

例
え
ば
、会
議
の
ラ
イ
ブ

中
継
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
、又
、常
任
委
員
の
活
性
化
、

等
で
す
。

　
「
議
会
が
変
わ
れ
ば
行
政

も
変
わ
る
」、皆
様
に
納
得
し

て
頂
け
る
行
政
運
営
の
執
行

を
監
視
し
て
い
く
た
め
に
も
、

議
会
は
進
歩
・
発
展
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

よ
り
良
き
熊
取
町
を
目
指
し

て
。
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問　

本
会
議
の
冒
頭
で
謝
罪

が
あ
っ
た
が
そ
の
点
を
ど
の

よ
う
に
思
う
か
？

答　

こ
こ
に
い
た
る
ま
で
に

相
当
期
間
が
あ
っ
た
が
、お

詫
び
の
言
葉
は
な
か
っ
た
。

今
回
動
議
の
提
出
を
正
式
に

手
続
き
を
し
た
と
こ
ろ
、本

会
議
場
で
謝
罪
す
る
と
の
こ

と
を
聞
い
た
。し
か
し
謝
罪

の
内
容
に
つ
い
て
事
前
に
見

せ
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
。又

本
日
の
謝
罪
を
聞
い
た
が
、

虚
偽
記
載
発
覚
後
の
本
人
の

開
き
直
り
と
も
い
え
る
行
動

に
対
す
る
お
詫
び
は
な
か
っ

た
。

問　

も
う
少
し
別
の
解
決
策

が
な
か
っ
た
の
か
と
思
う
。

残
念
で
仕
方
が
な
い
。

答　

私
も
動
議
を
出
さ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
残
念
に
思
っ
て
い
る
。私

と
し
て
は
私
な
り
に
、白
間

議
員
に
時
間
と
チ
ャ
ン
ス
を

《
反
対
討
論
》　　
渡
辺
豊
子

○
地
方
議
会
研
究
会
や
自
治

日
報
社
が
出
し
て
い
る
文
献

に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て

い
る
。

「
議
員
が
議
員
と
し
て
適
当

か
不
適
当
か
は
選
挙
し
て
住

民
が
判
断
す
べ
き
こ
と
。議

員
が
判
断
す
べ
き
権
限
は
な

い
。議
員
辞
職
勧
告
動
議
の

取
扱
を
め
ぐ
っ
て
、会
派
間
、

議
員
間
が
対
立
し
、議
会
本

来
の
使
命
で
あ
る
議
案
の
審

議
が
停
滞
す
る
。議
会
が
住

民
の
信
頼
を
失
う
こ
と
に
な

る
。」

○
今
回
の
白
間
議
員
の
３
月

議
会
で
の
代
表
質
問
で
、議

事
録
と
議
会
だ
よ
り
の
記
事

と
の
整
合
性
が
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、質
問
し
て
か
ら

質
疑 白

間
泰
男
議
員
に
対
す
る

議
員
辞
職
勧
告
動
議
（
賛
成
５
・
反
対
８
で
否
決
）

平成２１年９月２５日
奥野　博通議長殿

動議提案者：大村　敏夫
動議賛成者：藤原　敏司
動議賛成者：文野　慎治

熊取町議会の白間　泰男議員に対する議員辞職勧告動議について

標記の件につき、「白間　泰男議員に対する議員辞職勧告動議」を提出する。
提出理由
くまとり議会だよりNo.5（平成21年３月議会報告）において、白間　泰11
男議員は、公明党の会派代表質問の原稿を作成し掲載したが、その内容が
議会で行った質問と異なる虚偽の報告を行った。
この件が、広報委員会で問題と指摘された時に、白間　泰男議員は「これは、22
広報委員会の責任である」と開き直りともとれる発言を行った。
広報委員会としては、くまとり議会だよりNo.5において、虚偽の報告記33
事を掲載したことに対し、「おわびと訂正」記事を掲載し住民の皆様に対
しお詫び申し上げ、正しい記事を掲載した。
白間　泰男議員は、住民に対し虚偽の報告をしたことについて、その後も44
謙虚にお詫びの姿勢がなく、８月に行われた「議会報告会」で、住民から
このことについて、質問されたが「お詫びと訂正について抵抗感がある」
といった発言まで出ている。
以上の如く、白間　泰男議員は「くまとり議会だより」の信頼性を損なう55
行動を行ったにもかかわらず、その後も反省の姿勢は見られず、公人とし
ての議員の責務を果たしているとは言えず、また、議会基本条例の精神で
ある「住民に対する説明責任」を果たすべき議員としてその職務を全うし
ているとは言い難い。そこで、白間　泰男議員に対し、議員を自ら辞職す
る議員辞職勧告動議を提出するものである。

以上

お詫び
（９月29日本会議の冒頭   白間泰男議員）

　平成21年３月定例会会派代表質問に
おいて町議会だよりのプレミアム商品
券の内容に事実と違う記述の間違いを
おかしてしまいました。住民の皆様・
各議員の皆さま、発行責任者である藤
原前議長・大村広報委員長をはじめ各
広報委員の皆さま、商工関係の皆様に
心より謹んでお詫び申し上げます。プ
レミアム商品券の記事掲載については、
住民の皆様に、一刻も早くお知らせし
たいとの思いが先走り商工会から申し
入れがないにもかかわらずありと記述
してしまいました。熊取町議会だより
の信頼を損なってしまったと深く反省
しております。
　議会人として甘さがあったことや、
関係各位にご迷惑をおかけしましたこ
とに深くお詫び申し上げます。

用
意
し
た
つ
も
り
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
対
す
る
応
答
が
な

か
っ
た
。

問　

議
員
と
し
て
の
職
務
を

全
う
し
て
い
な
い
と
い
う
が
、

そ
の
理
由
は
？

答　

白
間
議
員
が
、住
民
に

対
し
て
、き
ち
っ
と
お
詫
び

と
訂
正
を
自
ら
進
ん
で
や
っ

て
お
ら
れ
れ
ば
、私
は
議
員

と
し
て
の
責
務
で
あ
る
「
住

民
に
対
す
る
説
明
責
任
」を

果
た
し
た
と
思
い
ま
す
が
、

現
実
は
そ
う
で
は
な
か
っ

た
。 

　

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
質
疑
が

あ
っ
た
が
、動
議
採
決
後
に

白
間
議
員
が
発
言
を
求
め
た

白
間
泰
男
議
員
の
発
言

「
今
、議
員
か
ら
い
ろ
い
ろ
の

問
題
提
起
が
出
さ
れ
た
。私

と
し
て
も
、議
会
報
告
会
で
、

住
民
の
皆
様
に
対
し
謙
虚
さ

が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。又

今
日
こ
の
よ
う
に
議
会
の
混

乱
を
招
い
た
責
任
が
私
に
あ

る
と
、深
く
反
省
し
て
お
り

ま
す
。」

５
日
後
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
に
つ
い
て
商
工
会
に
補

助
す
る
内
容
の
補
正
予
算
の

説
明
が
あ
り
、３
月
議
会
内

で
決
定
し
た
こ
と
を
早
く
住

民
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い

思
い
か
ら
で
、故
意
で
も
悪

意
で
も
な
い
。

○
議
会
だ
よ
り
の
発
行
責
任

者
の
藤
原
前
議
長
は
白
間
議

員
に
辞
職
勧
告
を
す
る
こ
と

で
責
任
を
果
た
そ
う
と
し
て

い
る
。

○
白
間
議
員
は
社
会
的
問
題

や
犯
罪
、刑
事
事
件
を
お
こ

し
た
わ
け
で
は
な
い
。住
民

さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
た
わ
け

で
も
な
い
。

○
こ
の
よ
う
な
審
議
こ
そ
住

民
さ
ん
の
議
会
へ
の
信
頼
を

損
な
う
の
で
は
な
い
か
。

問

問

問

答

答

答



　
　

会
派
代
表
者
質
問
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況
は
ど
う
か
。

答　

平
成
十
三
年
以
降
の
利

用
は
な
い
。

問　

積
極
的
に
制
度
の
Ｐ
Ｒ

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問　

一
部
負
担
金
の
減
免
は
、

他
の
世
帯
の
保
険
料
引
き
上

げ
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

府
内
市
町
村
の
状
況
を
見
極

め
た
う
え
で
慎
重
に
対
応
し

た
い
。

問　

昨
年
９
月
議
会
で
、小

型
不
燃
ゴ
ミ
収
集
の
改
善
を

求
め
た
。一
般
ル
ー
ト
で
の

回
収
は
ど
う
か
。

答　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
に

も
ど
す
こ
と
は
、減
量
化
意

識
を
薄
れ
さ
せ
、ま
た
委
託

料
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
。

現
在
の
制
度
で
行
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

説
明
さ
れ
た
し
。

答　

上
位
10
件
で
６
，７
０

０
万
円
余
り
に
な
る
。そ
の

内
訳
は
、固
定
資
産
税
が
６
，

０
５
０
万
円
ほ
ど
残
り
は
町

民
税
で
あ
る
。滞
納
理
由
は
、

事
業
不
振
が
７
件
、破
産
が

２
件
、生
活
困
窮
が
１
件
と

な
っ
て
い
る
。

対
策
と
し
て
、個
々
の
理
由

を
勘
案
し
て
、分
割
納
税
し

て
も
ら
う
、貯
金
等
の
動
産

調
査
を
行
い
差
し
押
さ
え
を

す
る
、固
定
資
産
に
抵
当
権

を
設
定
す
る
な
ど
の
方
策
を

講
じ
て
い
る
。

最
も
滞
納
額
の
多
い
人
で
、

２
，１
０
０
万
円
ほ
ど
あ
る

が
、こ
の
人
に
つ
い
て
は
固

定
資
産
に
抵
当
権
を
設
定
し

て
お
り
、平
成
21
年
か
ら
３

年
間
で
分
割
納
税
し
て
も
ら

う
こ
と
に
な
っ
た
。

財
政
運
営
で
、繰
入
金(

貯
金
引
き
出
し)

の
年
間
の
上
限
を
設
け
る
気
持
ち
は
？

町
債
発
行（
借
金
）の
年
間
の
上
限
を
設
定
し
な
い
か
？

町
税
の
滞
納
者
に
対
す
る
督
促
状
況
は
？

問　

８
月
末
の
報
道
で
は
失

業
率
５
．７
％
、有
効
求
人
倍

率
０
．４
２
倍
と
過
去
最
悪

と
な
っ
て
い
る
。町
と
し
て

ど
の
よ
う
な
雇
用
対
策
を
実

施
し
て
き
た
か
報
告
さ
れ
た

い
。ま
た
、国
の
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
の
活
用
は
ど

う
か
。

答　

派
遣
切
り
な
ど
職
を
失

わ
れ
た
方
を
対
象
に
短
期
臨

時
職
員
を
募
集
し
た
。今
年

度
は
若
者
の
就
労
支
援
を
目

的
に
有
給
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
し
、２
名
雇
用
し

て
い
る
。ま
た
、国
の
緊
急
雇

用
創
出
基
金
を
活
用
し
、

１
名
臨
時
職
員
を
採
用
し
た
。

　

町
内
企
業
の
雇
用
維
持
に

つ
い
て
は
、国
の
緊
急
雇
用

安
定
助
成
金
制
度
や
府
・
町

問　

熊
取
町
の
使
え
る
基
金

（
貯
金
）は
、平
成
21
年
３
月

末
で
約
32
億
円
に
な
っ
た
。

平
成
19
年
度
・
20
年
度
は
、基

金（
貯
金
）引
き
出
し
額
を
年

間
５
億
円
以
下
に
抑
え
て
緊

縮
財
政
を
行
っ
て
き
た
。こ

れ
を
以
前
の
よ
う
に
年
間

10
億
円
規
模
の
基
金
繰
り
入

れ（
貯
金
引
き
出
し
）を
行
う

と
３
年
間
で
基
金（
貯
金
）は

な
く
な
る
。後
は
赤
字
決
算

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。赤
字

決
算
を
避
け
る
た
め
に
、基

金
繰
り
入
れ
額（
貯
金
引
き

出
し
額
）の
年
間
上
限
を
設

け
る
気
持
ち
は
な
い
か
？

　

ま
た
、同
じ
よ
う
に
町
債

発
行
額（
借
金
）の
年
間
上
限

を
設
け
る
つ
も
り
は
な
い

か
？

答　

基
本
的
に
、基
金
繰
り

入
れ（
貯
金
引
き
出
し
）に
依

の
制
度
融
資
の
活
用
を
図
り

た
い
。

　

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
１
億
３
８
０
０
万
円
の
活

用
に
つ
い
て
は
、７
月
及
び

９
月
の
補
正
予
算
で
示
し
て

い
る
。

問　

補
正
の
中
身
に
つ
い
て

は
、直
接
雇
用
を
促
進
す
る

内
容
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

雇
用
促
進
を
直
接
目
的

と
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、

国
全
体
で
経
済
危
機
対
策
を

着
実
に
実
施
し
、地
域
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
雇
用
促
進

に
結
び
つ
く
と
考
え
て
い
る
。

問　

国
の
制
度
と
し
て
も
本

町
の
規
則
に
お
い
て
も
、国

保
の
一
部
負
担
金
（
３
割
窓

口
負
担
）を
減
免
す
る
制
度

が
あ
る
。本
町
で
の
利
用
状

存
し
な
い
財
政
運
営
を
目
指

し
た
い
。従
っ
て
、財
政
調
整

基
金
の
経
常
経
費
へ
の
投
入

ゼ
ロ
を
目
指
す
。ま
た
、次
の

行
財
政
改
革
の
中
で
、投
資

的
事
業
を
縮
小
し
、公
共
施

設
整
備
基
金
は
、必
然
的
に

抑
制
さ
れ
る
。た
だ
し
安
全

安
心
の
事
業
は
、避
け
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。今
後
と

も
こ
の
観
点
で
運
営
し
て
い

き
た
い
。

　

ま
た
、町
債
に
つ
い
て
は
、

国
で
援
助
し
て
も
ら
え
る
町

債（
借
金
）に
限
定
し
て
発
行

し
、投
資
的
事
業
の
縮
小
に

努
め
、発
行
額
の
抑
制
に
努

め
た
い
。

問　

町
税
滞
納
額
は
、平
成

20
年
度
末
で
、３
億
円
余
り

と
多
額
に
上
っ
て
い
る
。そ

の
中
で
上
位
10
件
に
つ
い
て

新
風
ク
ラ
ブ
　
大
村
　
敏
夫

雇
用
促
進
・
経
済
危
機
対
策
、

国
保
一
部
負
担
金（
窓
口
負
担
）減
免
に
つ
い
て

日
本
共
産
党
熊
取
町
会
議
員
団
　
坂
上
　
巳
生
男

雇
用
促
進
に
つ
い
て

国
保
の
一
部
負
担
金
減
免

に
つ
い
て

小
型
不
燃
ゴ
ミ
の
収
集

３
月（
予
算
）９
月（
決
算
）定
例
会
に
お
い
て
会
派
を
代
表
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

５
日
後
に
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
に
つ
い
て
商
工
会
に
補

助
す
る
内
容
の
補
正
予
算
の

説
明
が
あ
り
、３
月
議
会
内

で
決
定
し
た
こ
と
を
早
く
住

民
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
た
い

思
い
か
ら
で
、故
意
で
も
悪

意
で
も
な
い
。

○
議
会
だ
よ
り
の
発
行
責
任

者
の
藤
原
前
議
長
は
白
間
議

員
に
辞
職
勧
告
を
す
る
こ
と

で
責
任
を
果
た
そ
う
と
し
て

い
る
。

○
白
間
議
員
は
社
会
的
問
題

や
犯
罪
、刑
事
事
件
を
お
こ

し
た
わ
け
で
は
な
い
。住
民

さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
た
わ
け

で
も
な
い
。

○
こ
の
よ
う
な
審
議
こ
そ
住

民
さ
ん
の
議
会
へ
の
信
頼
を

損
な
う
の
で
は
な
い
か
。

問

問

問問

問

答

答

答答 答

問

問

答

答
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ト
セ
ン
タ
ー
事
業
」を「
利
用

し
た
い
」と
答
え
た
割
合
は

54
％
。府
内
35
の
市
町
村
で

実
施
し
て
い
る
。課
題
な
ど

を
参
考
に
実
施
に
向
け
検
討

す
る
。「
病
後
児
保
育
」を
希

望
す
る
割
合
は
、64
．９
％
。

必
要
性
を
見
極
め
な
が
ら
受

け
入
れ
体
制
の
整
備
を
含
め

検
討
し
た
い
。

問　

高
齢
者
の
方
や
障
害
者

の
方
な
ど
災
害
時
要
援
護
者

の
避
難
支
援
対
策
と
し
て
、

「
避
難
支
援
プ
ラ
ン
」の
策
定

状
況
は
ど
う
か
。

答　

現
在
、防
災
、福
祉
の
両

部
局
が
連
携
し
、作
業
を
進

め
て
い
る
。社
会
福
祉
協
議

会
、民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
等
と
の
連
携
、協
力
体

制
の
も
と
、21
年
３
月
ま
で

遅
れ
な
い
よ
う
に
取
り
組
む
。

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

問　

経
常
収
支
比
率
が
、96
．

５
％
と
前
年
度
よ
り
０
．６

ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
た
が
、

単
年
度
収
支
は
約
８
４
３
万

円
の
赤
字
、実
質
単
年
度
収

支
は
約
２
億
６
千
万
円
の
赤

字
。財
政
健
全
化
判
断
比
率

は
基
準
内
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
指
標
結
果
を
ど
う
分
析

し
、今
後
の
行
財
政
運
営
に

つ
い
て
ど
の
様
に
取
り
組
む

の
か
。

　

基
金
繰
入
依
存
型
収
支
か

ら
の
脱
却
と
し
て
、自
主
財
源

の
確
保
、地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

答　

歳
入
環
境
の
悪
化
は
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

も
、な
お
財
源
不
足
が
生
じ

る
現
況
。基
金
の
残
高
も
減

少
し
て
き
て
い
る
。今
後
の

取
り
組
み
と
し
て
、第
２
次

問　

税
滞
納
対
策
と
し
て
動
産
の
ネ
ッ
ト
公
売
を
！

答　

今
後
、検
討
す
る

政
勇
ク
ラ
ブ
　
田
中
　
富
士
雄

公
明
党
　
　
渡
辺
　
豊
子

行
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
・

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

着
実
に
実
施
し
、基
金
繰
入

に
依
存
し
な
い
財
政
構
造
の

確
立
に
取
り
組
む
。地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、

「
熊
取
ア
ト
ム
サ
イ
エ
ン
ス

パ
ー
ク
構
想
」の
実
現
に
向

け
て
の
取
り
組
み
が
、医
療

分
野
や
産
業
分
野
な
ど
に
寄

与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問　
「
次
世
代
育
成
支
援
対

策
地
域
行
動
計
画
」の
後
期

計
画
策
定
に
向
け
た
ニ
ー
ズ

調
査
の
結
果
、現
状
の
課
題

と
今
後
の「
子
育
て
支
援
」に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
」の
取
り
組
み

や
「
病
児
・
病
後
児
保
育
」

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

問　

財
政
調
整
基
金
の
残
高

と
今
後
の
見
通
し
は
？　
　

答　

平
成
二
十
年
度
末
時
点

残
高
は
、
約
８
億
円
で
あ
り
、

今
後
も
き
び
し
い
歳
入
環
境

が
続
き
そ
う
で
あ
る
。
平
成

二
十
六
年
度
に
向
け
収
支
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
る
よ
う
、
第

二
次
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
を

策
定
し
、
着
実
に
推
進
し
一

定
額
の
基
金
確
保
を
し
た
い
。

☆
基
金
繰
入
を
せ
ず
、少
し

で
も
残
せ
る
よ
う
願
う
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ

ン
ク
の
成
果
と
目
標
は
？

答　

町
内
中
学
校
等
の
団
体

へ
十
二
種
目
二
十
九
名
を
派

遣
し
た
。
今
後
、
中
学
校
だ

け
じ
ゃ
な
く
各
自
治
会
や
子

ど
も
会
・
長
生
会
に
対
し
て

利
用
促
進
に
努
め
る
。

☆
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
盛
ん
で
、

す
ば
ら
し
い
選
手
が
育
つ
よ

り
河
川
の
清
掃
活
動
を
行

な
っ
て
い
る
が
、
本
町
の
具

体
的
支
援
は
？

答　

啓
発
物
品
の
支
援
、
及

び
清
掃
活
動
を
行
な
う
た
め

の
事
前
の
草
刈
や
仮
設
階
段

の
設
置
や
、
収
集
さ
れ
た
ゴ

ミ
回
収
を
行
っ
て
い
る
。

問　

見
出
川
の
水
質
ラ
ン
ク

は
？

答　

現
在
、
下
流
で
の
水
質

は
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
で
あ
る
。

問　

ア
ド
プ
ト
リ
バ
ー
巽
橋

は
、
府
と
の
協
定
を
結
ん
で

い
る
が
、
通
学
路
な
の
で
町

と
し
て
も
協
力
す
べ
き
で

は
？

答　

担
当
課
に
要
請
が
あ
れ

ば
検
討
す
る
。

☆
一
日
も
早
く
、き
れ
い
な

川
で
子
供
達
が
、遊
べ
る
日

が
来
る
事
を
、お
願
い
す
る
。

う
更
に
ス
ポ
ー
ツ
に
力
を
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

税
収
確
保
の
為
、
新
た

な
滞
納
対
策
は
？

答　

昨
年
４
月
よ
り
府
税
事

務
所
職
員
Ｏ
Ｂ
を
嘱
託
員
と

し
て
任
用
し
、
納
税
交
渉
の

指
導
、
財
産
調
査
の
手
法
等
、

指
導
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

差
押
不
動
産
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
行
な
っ

た
よ
う
だ
が
、
動
産
の
ネ
ッ

ト
公
売
も
行
な
え
ば
？

答　

今
後
、
検
討
す
る
。

問　

滞
納
徴
収
を
民
間
に
委

託
し
て
は
？

答　

徴
収
委
託
は
、
現
在
考

え
て
い
な
い
が
、
滞
納
世
帯

へ
の
納
付
依
頼
を
民
間
業
者

へ
委
託
す
る
事
は
、
検
討
し

て
い
る
。

問　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
リ
バ
ー

熊
取
推
進
会
議
が
主
体
と
な

答

行
財
政
運
営
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問問問 答答

答

問問

問

問問

問

問

問

答 答

答

答 答

答

答
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料
化
」を
実
施
し
た
場
合
、利

用
者
の
減
少
は
避
け
ら
れ
な

い
な
ど
い
く
つ
か
の
課
題
へ

の
対
応
が
必
要
で
あ
り
ま
す

が
、継
続
可
能
な
事
業
運
営

を
目
指
す
た
め
に
、ま
た
利

用
者
の
受
益
者
負
担
の
観
点

か
ら
も
積
極
的
に
検
討
を
行

う
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
３
点
の
検
討
項
目
の

見
解
・
課
題
を
踏
ま
え
、で
き

る
だ
け
早
い
時
期
に
住
民
等

外
部
識
者
の
方
々
も
含
め
た

協
議
会
を
設
置
し
、多
方
面

か
ら
の
意
見
を
参
考
に
、本

町
の
実
情
に
あ
っ
た
ひ
ま
わ

り
バ
ス
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

年
度
内
に
は
見
直
し
案
に
つ

い
て
一
定
の
方
向
付
け
を
図

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

災
害
時
の
バ
ス
利
用
は
。

　
　

そ
れ
も
検
討
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

行
う
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問　

住
民
へ
の
情
報
提
供
と

し
て
、議
会
の
様
子
を
ラ
イ

ブ
中
継
す
る
こ
と
は
非
常
に

大
事
だ
と
思
う
。最
近
各
地

区
の
議
会
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
が
、ど
う
考

え
る
か
？

答　

費
用
対
効
果
を
よ
く
検

討
す
る
べ
き
と
思
う
。広
報
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
提

供
し
て
い
る
の
で
他
の
自
治

体
の
様
子
も
見
極
め
た
い
。

問　

議
会
の
一
〇
〇
条
委
員

会
へ
、行
政
と
し
て
協
力
し

て
く
れ
る
気
持
ち
は
あ
る
の

か
？

答　

談
合
問
題
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
は
協
力
す
る
。

議
会
と
行
政
の
望
ま
し
い
関
係
と
は
ど
う
考
え
る
か
？

行
政
が
議
会
へ
の
情
報
提
供
を
積
極
的
に
す
る
べ
き
と
思
う
が
如
何
？

議
会
の
ラ
イ
ブ
中
継
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
す
る
べ
き
で
は
？

議
会
の
１
０
０
条
委
員
会
へ
の
協
力
を
す
る
か
？

　
　

運
行
の
状
況
は
。

　
　

平
成
20
年
度
は
年
間
約

６
万
人
で
、１
便
あ
た
り
の

平
均
乗
車
人
数
は
約
十
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

事
業
内
容
の
見
直
し
は
。

　
　

３
つ
の
検
討
項
目
が
あ

り
ま
す
。

一
．熊
取
駅
へ
の
乗
り
入
れ
。

ひ
ま
わ
り
バ
ス
は
町
の
公
共

施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
主
目

的
に
運
行
し
て
お
り
、一
方

路
線
バ
ス
は
熊
取
駅
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
主
目
的
に
運
行
さ

れ
て
い
る
た
め
、サ
ー
ビ
ス

内
容
が
重
複
せ
ず
、良
好
な

機
能
・
役
割
分
担
が
図
ら
れ

て
い
る
の
で
困
難
で
あ
る
。

二
．運
行
コ
ー
ス
の
見
直
し
。

利
用
状
況
に
応
じ
た
運
行
形

態
の
見
直
し
を
行
い
、利
用

者
数
の
減
少
を
極
力
抑
え
た

運
行
コ
ー
ス
の
再
編
案
を
作

問　

議
会
と
し
て
、議
会
基

本
条
例
を
制
定
し
、分
か
り

易
い
・
透
明
性
の
あ
る
・
住

民
に
身
近
な
議
会
を
目
指
し

て
い
る
が
、議
会
と
行
政
の

望
ま
し
い
関
係
と
は
ど
う
考

え
る
か

答　

町
長
・
議
員
い
ず
れ
も

住
民
か
ら
選
ば
れ
て
い
る
二

元
代
表
制
の
も
と
で
、お
互

い
に
建
設
的
な
議
論
を
す
る

こ
と
が
大
事
と
考
え
る
。

問　

国
の
議
会
で
あ
る
国
会

議
員
と
首
長
の
関
係
は
、緊

密
な
関
係
が
好
ま
し
い
と
思

う
が
、今
回
の
衆
議
院
選
挙

で
中
西
町
長
は
、片
方
の
陣

営
し
か
顔
を
出
し
て
い
な
い
。

近
隣
自
治
体
の
首
長
は
、何

ら
か
の
形
で
両
陣
営
に
顔
を

出
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

町
長
と
し
て
の
お
考
え
は
？

成
し
た
と
こ
ろ
で
す
。よ
り

効
率
的
な
路
線
の
再
編
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
り
、増
便

等
一
定
の
利
便
性
の
向
上
を

図
れ
る
可
能
性
も
残
っ
て
い

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

積
極
的
な
検
討
を
行
う
べ
き

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

三
．有
料
化
に
つ
い
て
。

現
在
ひ
ま
わ
り
バ
ス
は
特
定

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
と
し

て
認
可
を
受
け
、無
料
運
行

が
原
則
で
あ
る
た
め
、一
般
乗

合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
へ

の
免
許
変
更
が
必
須
と
な
り

ま
す
。こ
の
免
許
変
更
に
と

も
な
い
、バ
ス
の
停
留
所
位

置
の
道
路
の
形
態
や
停
車
ス

ペ
ー
ス
等
の
審
査
基
準
が
厳

格
化
さ
れ
る
た
め
、既
に
設

置
さ
れ
て
い
る
停
留
所
に
つ

き
ま
し
て
も
、再
検
討
が
必

要
と
な
り
ま
す
。ま
た
、「
有

答　

松
浪
健
四
郎
候
補
に
は

お
世
話
に
な
っ
た
の
で
顔

を
出
し
た
。長
安
候
補
に
は
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
の
で

何
ら
問
題
な
い
。

問　

行
政
が
議
会
に
情
報
提

供
を
す
る
こ
と
は
非
常
に
大

事
だ
と
思
う
。し
か
し
、議
会

が
昨
年
六
月
に
申
し
入
れ
し

て
い
た
「
第
三
者
に
よ
る
入

札
監
視
委
員
会
」の
設
置
に

つ
い
て
は
我
々
議
員
に
対
し

何
の
連
絡
も
な
か
っ
た
。如

何
？

答　

行
政
と
し
て
、昨
年
四

月
ご
ろ
か
ら
入
札
監
視
委
員

会
の
設
置
を
考
え
て
い
た
の

で
、議
会
に
連
絡
な
し
に
設

置
し
た
。

一
般
的
に
議
会
へ
の
情
報
提

供
は
、個
人
情
報
保
護
に
抵

触
し
な
い
限
り
、積
極
的
に

大
村
　
敏
夫

　

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　

ひ
ま
わ
り
バ
ス 

の
運
行
を
！

糀
谷
　
直
人

定
例
会
に
お
い
て
、各
議
員
が
行
う
町
政
全
般
に
関
す
る
質
問
で
す
。

答

問問

問問

問

答

答答

答

問問

問

答答

答
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答　

熊
取
町
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
の
み
な
さ
ま
の
協
力

を
得
て
、
児
童
生
徒
の
登
下

校
の
時
間
に
合
わ
せ
て
、
パ

ト
ロ
ー
ル
や
見
守
り
活
動
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

☆
「
小
学
校
区
子
ど
も
と
お

と
な
の
校
区
探
検
」で
自
宅

か
ら
子
ど
も
と
保
護
者
が
一

緒
に
通
学
路
を
歩
き
、危
険

箇
所
の
点
検
を
し
な
が
ら
、

学
校
に
集
ま
り
、危
険
箇
所

の
情
報
交
換
し
、そ
の
情
報

を
基
に
作
成
し
た
マ
ッ
プ
か

ら
得
ら
れ
る
情
報
は
、保
護

者
・
校
区
内
に
留
め
ず
教
育

委
員
会
を
通
し
て
関
係
機
関

と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
児

童
生
徒
の
登
下
校
の
安
全
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
お
も
い
ま
す
。

問　

熊
取
町
内
の
公
共
施
設

を
巡
る
町
内
循
環
バ
ス
（
ひ

応
に
つ
い
て
２
０
１
１
年
ま

で
に
移
行
す
る
と
あ
る
が
実

態
は
ど
う
な
の
か
？

答　

地
デ
ジ
未
対
応
の
テ
レ

ビ
が
１
８
０
台
あ
る
。「
地

域
活
性
化
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
」
を
活
用
し
９
月

補
正
で
小
・
中
学
校
１
４
０

台
、
老
人
憩
い
の
家
２
２
台

を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

問　

大
量
廃
棄
の
予
想
さ
れ

る
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
リ
サ
イ
ク
ル

対
策
に
取
り
組
ま
れ
る
方
針

か答　
「
不
法
投
棄
・
散
乱
ご

み
監
視
等
事
業
」
の
申
請
を

行
い
監
視
カ
メ
ラ
・
啓
発
看

板
・
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
等
補

助
金
を
活
用
し
不
法
投
棄
の

多
い
場
所
に
設
置
す
る
。
職

員
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
「
井
戸

端
セ
ミ
ナ
ー
」も
開
催
す
る
。

ま
わ
り
バ
ス
）
も
10
年
を
過

ぎ
、
そ
の
財
源
と
し
て
い
た

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
は
、

今
年
度
を
以
っ
て
廃
止
と
な

る
よ
う
で
す
。

　

行
財
政
改
革
を
強
力
に
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
で
こ
の
事
業
を
ど
う
考
え

る
か
。
又
、
新
し
い
運
営
形

態
を
だ
し
て
い
く
際
ど
の
よ

う
な
枠
組
み
で
協
議
を
す
す

め
る
の
か
。

答　

既
存
路
線
バ
ス
と
の
良

好
な
関
係
の
維
持
を
考
慮
し

な
が
ら
、
住
民
等
外
部
識
者

の
方
々
も
含
め
た
協
議
会
を

設
置
し
、
多
方
面
か
ら
の
意

見
を
参
考
に
、「
熊
取
駅
へ

の
乗
り
入
れ
」、「
運
行
コ
ー

ス
等
の
見
直
し
」、「
有
料
化
」

の
３
つ
の
見
直
し
案
を
検
討

し
て
頂
く
。

認
知
症
高
齢
者
対
策
の
現
状
と
今
後
の
あ
り
方
は
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
本
町
の
円
滑
な
移
行
推
進
を

小
中
学
校
に
お
け
る
通
学
路
指
定
に
つ
い
て

ひ
ま
わ
り
バ
ス
の
将
来
の
運
営
形
態
に
つ
い
て

　
　

介
護
保
険
料
や
入
所
施

設
で
の
食
事
代
・
家
賃
は
、

低
所
得
者
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

無
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
？

答　

居
住
費
・
食
事
代
の
最

低
限
必
要
経
費
と
し
て
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
が
あ

り
、
介
護
保
険
対
象
で
は
な

い
。
施
設
入
所
の
場
合
は
、

低
所
得
者
対
策
と
し
て
例
外

的
に
負
担
限
度
額
を
設
け
て

い
る
。

問　

認
知
症
高
齢
者
の
実
態

と
そ
の
対
処
方
法
を
周
知
す

る
為
に
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
ら
れ
て
お
ら
れ
る
の

か
？

答　

本
町
に
は
、
推
定
で
認

知
症
高
齢
者
の
方
々
が
、
６

０
０
人
程
度
お
ら
れ
ま
す
。

問　

児
童
・
生
徒
が
学
校
に

通
う
通
学
路
の
指
定
に
つ
い

て
、
誰
が
指
定
し
ど
の
様
な

経
過
が
あ
る
の
か
。
又
、
指

定
す
る
場
合
、
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
点
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

小
学
校
の
通
学
路
に
つ

い
て
は
、
安
全
面
は
勿
論
の

こ
と
、
通
学
距
離
に
も
配
慮

し
て
各
小
学
校
が
指
定
。
中

学
校
に
お
い
て
は
特
に
指
定

は
し
て
い
な
い
。

又
、
児
童
生
徒
が
安
全
に
登

下
校
で
き
る
こ
と
に
配
慮
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

問　

通
学
路
指
定
し
た
通
学

路
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
・
維
持
す
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
関
係
機
関
と
ど
の

よ
う
に
連
携
さ
れ
て
い
る

か
。

白
間
　
泰
男

定
期
的
に
関
係
記
事
を
町
広

報
誌
に
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
地
域
人
権
映
画
会
な
ど

を
上
映
、
介
護
課
職
員
と
共

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
Ｐ
Ｒ
と
認
知
症
に
対
す
る

理
解
を
深
め
て
い
る
。
今
後

も
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
啓

発
し
て
い
く
。

問　

高
齢
者
・
障
が
い
者
等

へ
の
、
き
め
細
や
か
な
受
信

説
明
会
を
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
方
針
な
の
か
？

答　

九
月
・
十
月
の
２
ヶ
月

間
、
役
場
内
に
大
阪
府
テ
レ

ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
よ

り
派
遣
の
「
地
デ
ジ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
」
が
配
置
さ
れ
個
別

の
相
談
が
行
わ
れ
る
の
で
多

い
に
ご
利
用
頂
き
た
い
。

問　

公
共
施
設
の
地
デ
ジ
対

藤
原
　
敏
司

問

答

認
知
症
高
齢
者
の
低
所
得

者
対
策
に
つ
い
て
？

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

円
滑
な
推
進
つ
い
て

問問 答答

問答問

答

答

答

答問

問問
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問　

町
長
の
テ
レ
ビ
で
の
発
言
・
問
題
あ
り
！

答　

現
時
点
で
具
体
的
証
拠
な
し
。

文
野
　
慎
治

対
策
を
講
じ
て
い
る
。

過
去
に
お
い
て
は
、
平
成

十
五
年
に
、
各
小
・
中
学
校

に
お
い
て
化
学
物
質
の
室
内

濃
度
検
査
を
実
施
し
て
、
国

の
定
め
る
基
準
を
下
回
っ
て

い
る
の
を
確
認
し
て
い
る
。

問　

大
規
模
改
修
・
改
築
工

事
に
お
い
て
の
対
策
意
識
。

答　

平
成
十
五
年
度
以
降
に

実
施
し
て
い
る
大
規
模
改
造

工
事
な
ど
大
幅
に
建
物
内
部

の
改
修
を
行
う
場
合
は
、
工

事
施
工
の
仕
様
書
に
お
い
て

使
用
す
る
材
料
は
、
揮
発
性

有
機
化
合
物
等
の
放
散
を
し

な
い
も
の
、
又
は
少
な
い
も

の
を
す
る
よ
う
に
指
示
し
て

い
る
。
さ
ら
に
完
了
時
点
に

お
い
て
、
室
内
濃
度
測
定
を

行
い
基
準
値
内
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

問　

実
施
予
定
の
熊
取
町
立

熊
取
中
学
校
西
校
舎
改
築
工

事
に
つ
い
て
の
対
策
意
識

答　

過
去
の
大
規
模
改
修
工

事
同
様
に
お
い
て
使
用
材
料

に
つ
い
て
の
指
示
や
工
事
完

了
後
に
お
け
る
濃
度
測
定
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　

問
題
が
発
生
す
る
前
に

行
政
と
し
て
能
動
的
に
こ
う

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
つ
い
て
。

答　

教
育
委
員
会
と
し
て
、

今
後
も
学
校
現
場
と
十
分
に

協
議
し
な
が
ら
、
学
校
環
境

衛
生
の
維
持
・
改
善
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
症
候
群
に
つ
い
て

　

公
共
施
設
（
特
に
小
中
学

校
）
に
お
い
て
、
ホ
ル
ム
ア

ル
デ
ヒ
ト
を
中
心
に
か
つ
て

社
会
問
題
に
な
っ
た
シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
問
う
。

問　

厚
生
労
働
省
の
基
準
値
。

答　

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ト

（
０
，０
８
Ｐ
Ｐ
Ｍ
）・
ト
ル

エ
ン（
０
，０
７
Ｐ
Ｐ
Ｍ
）・

キ
シ
レ
ン（
０
，２
０
Ｐ
Ｐ

Ｍ
）・
パ
ラ
ジ
ク
ロ
ロ
ベ
ン

ゼ
ン（
０
，０
４
Ｐ
Ｐ
Ｍ
）・

エ
チ
ル
ベ
ン
ゼ
ン（
０
，８
８

Ｐ
Ｐ
Ｍ
）・
ス
チ
レ
ン（
０
，

０
５
Ｐ
Ｐ
Ｍ
）
な
ど
十
三
種

類
の
物
質
が
設
定
さ
れ
て
お

り
「
学
校
環
境
衛
生
基
準
」

で
は
先
程
示
し
た
数
値
の
検

査
を
行
っ
て
い
る
。

問　

現
状
と
過
去
の
取
組

答　

現
在
化
学
物
質
に
つ
い

て
過
敏
な
生
徒
も
い
て
、
保

護
者
と
十
分
に
協
議
し
て
、

腕
野
　
幸
博

時
点
、あ
る
い
は
、中
西
町
長

が
就
任
し
た
平
成
20
年
２
月
、

遅
く
と
も
４
月
の
判
決
確
定

時
点
で
審
査
要
請
を
す
る
べ

き
で
あ
っ
た
。

問　

住
民
訴
訟
に
対
す
る
町

の
対
応
は
。

答　

住
民
4
名
が
町
長
を
被

告
と
し
て
提
訴
し
た
も
の
。

訴
訟
に
対
し
応
訴
し
適
法
か

つ
適
切
に
対
応
す
る
。

問　

町
長
は
、
５
月
28
日
読

売
テ
レ
ビ
で
、「
談
合
が
一

件
あ
っ
た
か
ら
他
に
も
あ
る

と
誰
で
も
思
う
が
調
べ
た
と

こ
ろ
無
か
っ
た
」
と
発
言
し

た
。
断
定
的
で
あ
り
、
議
会

の
答
弁
と
食
い
違
う
。

　

 

（
町
長
） 　

具
体
的
な
証

拠
が
現
時
点
で
無
い
。
無
い

も
の
は
疑
っ
て
か
か
れ
な
い
。

２
期
工
事
だ
け
は
談
合
が
あ

り
入
札
改
革
を
し
て
い
る
。

問
「
入
札
監
視
委
員
会
」
の

役
割
と
運
営
に
つ
い
て
。

答　

入
札
事
務
全
般
に
わ
た

り
、
よ
り
競
争
性
・
透
明
性
・

公
平
性
の
向
上
を
図
る
た
め

３
名
の
外
部
か
ら
の
有
識
者

に
よ
り
設
置
。
７
月
に
第
１

回
目
の
委
員
会
を
開
催
。
年

度
内
に
３
回
開
催
し
、
意
見

の
具
申
や
勧
告
を
頂
く
。

問　

委
員
の
人
選
は
。
な
ぜ

住
民
か
ら
公
募
し
な
い
の
か
。

答　

中
立
的
立
場
の
有
識
者

を
選
ん
だ
。
府
や
他
市
町
を

調
べ
た
が
住
民
代
表
が
入
っ

て
い
る
所
が
無
か
っ
た
。

☆
談
合
が
発
生
し
た
熊
取
町

が
、そ
の
損
害
を
受
け
た
住

民
代
表
を
入
れ
る
発
想
こ
そ

改
革
に
な
る
。議
会
の
提
言

か
ら
も
、「
入
札
監
視
委
員

会
」は
議
会
と
一
緒
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

問　

刑
事
事
件
「
判
決
文
」

の
捉
え
方
は
。

答　

判
決
の
主
旨
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
談
合
事
件
を
二

度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
意
を

新
た
に
し
た
。

問　

平
成
20
年
12
月
議
会
で

可
決
し
た
「
損
害
賠
償
に
関

す
る
決
議
」
に
対
す
る
現
時

点
で
の
見
解
は
。

答　

平
成
21
年
２
月
「
公
正

取
引
委
員
会
」
へ
審
査
要
請
。

議
会
も
調
査
に
着
手
。
こ
れ

ら
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、

個
々
の
事
案
で
談
合
の
証
言

・
証
拠
が
明
確
に
な
れ
ば
、

適
時
適
切
に
対
応
す
る
。

☆
本
来
は
、前
上
垣
町
長
が

事
件
発
覚
後
、被
告
人
ら
が

起
訴
さ
れ
た
平
成
19
年
11
月

入
札
監
視
委
員
会
に
つ
い
て

談
合
事
件
に
関
わ
る
一
連

の
対
応
に
つ
い
て

問問

問問

問問

問問

問

問問

答答

答答

答答

答答

答

答答
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な
い
よ
う
国
の
基
準
に
基
づ

き
作
業
を
お
こ
な
う
。
も
し

問
題
が
あ
れ
ば
、
町
村
長
会

を
通
じ
国
へ
要
望
す
る
。

質　

介
護
保
険
料
の
減
免
制

度
が
設
け
ら
れ
た
が
利
用
し

易
く
改
善
で
き
な
い
か
？

答　

内
容
は
近
隣
市
町
と
ほ

ぼ
同
じ
で
、
減
免
し
た
保
険

料
は
他
の
被
保
険
者
の
保
険

料
に
転
嫁
さ
れ
る
の
で
制
度

の
変
更
は
考
え
て
い
な
い
。

質　

減
免
制
度
の
内
容
を
知

ら
せ
る
工
夫
は
で
き
な
い

か
？

答　

広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
載
せ
て
い
る
が
、
今

後
は
減
免
制
度
と
見
出
し
を

つ
け
て
紹
介
す
る
。

☆
介
護
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

も
載
せ
て
も
ら
い
た
い
。

質　

妊
婦
検
診
の
負
担
軽
減

問　

特
区
に
よ
る
影
響
は
？

答　

Ｈ
21
年
３
月
27
日
付
で

構
造
改
革
特
別
特
区
域
法
に

基
づ
い
た「
健
や
か
く
ま
っ

こ
給
食
特
区
」の
認
定
を
受

け
、変
化
や
影
響
は
な
い
。

問　

今
後
の
方
針
は
？　

答　

外
部
搬
入
を
実
施
し
な

が
ら
食
育
に
関
す
る
取
組
を

推
進
し
て
い
く
。0
歳
児
の

離
乳
食
、ア
レ
ル
ギ
ー
児
の

除
去
食
や
代
替
食
に
つ
い
て

も
対
応
し
て
い
く
。泉
佐
野

給
食
事
業
協
同
組
合
に
お
け

る
食
材
の
選
定
か
ら
調
理
の

状
況
及
び
搬
入
の
実
態
等
定

期
的
に
視
察
・
点
検
を
行
う
。

☆
特
区
申
請
は
外
部
搬
入
を

認
め
さ
せ
る
た
め
に
行
わ
れ

た
も
の
。子
ど
も
の
成
長
を

考
え
て
将
来
の
給
食
は
自
園

調
理
に
す
べ
き
で
あ
る
。

が
図
ら
れ
、
14
回
分
ま
で
補

助
対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
評

価
す
る
が
、
大
阪
府
は
全
国

で
１
番
補
助
が
少
な
く
、
熊

取
町
は
そ
の
大
阪
府
の
平
均

額
よ
り
少
な
い
。
夕
張
市
で

さ
え
８
万
２
千
８
百
３
０
円

で
熊
取
町
の
３
万
５
千
円
よ

り
多
く
な
っ
て
い
る
。
増
額

で
き
な
い
か
？

答　

公
費
負
担
額
に
つ
き
ま

し
て
は
国
平
均
と
比
較
す
る

と
十
分
な
助
成
で
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
経
済
的
な
支

援
が
目
的
で
は
な
く
、
健
康

管
理
の
重
要
性
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
。
国
の
補
助
が
22
年

度
ま
で
の
暫
定
措
置
で
あ
る

の
で
、
国
の
動
向
と
町
の
財

政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、

近
隣
市
町
村
と
歩
調
を
あ
わ

せ
検
討
し
て
い
く
。

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
国
民
健
康
保
険
に
！

公
立
保
育
所
の
給
食
は
自
園
方
式
に
す
べ
き
だ
！

介
護
認
定
方
式
の
見
直
し
に
よ
り
経
過
措
置
な
く
な
る
。

妊
婦
検
診
の
増
額
を

問　

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保

険
料
。減
免
制
度
は
？

答　

世
帯
主
の
所
得
が
前
年

中
所
得
の
10
分
の
７
以
下
に

減
少
す
る
場
合
、１
割
か
ら

８
割
の
範
囲
で
減
免
を
実
施
。

減
免
世
帯
以
外
の
保
険
料
の

引
き
上
げ
に
な
り
か
ね
な
い

の
で
慎
重
に
し
た
い
。

☆
生
活
実
態
や
家
族
構
成
に

よ
る
減
免
制
度
が
あ
れ
ば
相

談
へ
来
る
方
が
増
え
、分
納

相
談
も
で
き
収
納
率
が
上
が

る
。拡
充
を
求
め
る
。　

問　
「
と
め
お
き
」の
状
況
？

答　

現
在
89
世
帯
が
更
新
に

来
ず「
と
め
お
き
」に
な
っ
て

い
る
。10
月
末
の
更
新
に
あ

わ
せ
て
来
庁
を
促
し
窓
口
交

付
を
実
施
。土
日
の
相
談
窓

口
や
12
月
収
納
強
化
週
間
に

お
い
て
納
付
勧
奨
な
ど
対
策

を
講
じ
る
。

質　

今
年
４
月
か
ら
要
介
護

認
定
制
度
が
変
わ
り
、
軽
度

と
判
定
さ
れ
る
と
批
判
が
あ

り
、
現
在
は
、
本
人
の
希
望

に
よ
り
、
認
定
前
の
介
護
度

を
続
け
ら
れ
る
措
置
が
と
ら

れ
て
い
る
。
10
月
１
日
よ
り

認
定
調
査
テ
キ
ス
ト
を
修
正

す
る
こ
と
に
よ
り
経
過
措
置

が
な
く
な
る
が
そ
の
理
由
と

内
容
は
？

答　

現
在
の
認
定
方
法
で

は
、
非
該
当
お
よ
び
軽
度
の

割
合
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
、
検
証
の
結
果
明

ら
か
に
な
っ
た
。

内
容
は
、
調
査
項
目
に
係
る

定
義
を
修
正
す
る
。

質　

介
護
度
が
、
軽
度
に
判

定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
？

答　

認
定
に
つ
い
て
は
自
治

体
間
で
の
バ
ラ
ツ
キ
が
生
じ

江
川
　
慶
子

☆
窓
口
に
来
な
け
れ
ば
保
険

書
が
も
ら
え
な
い「
と
め
お

き
」は
あ
ま
り
に
も
冷
た
い

と
思
う
。住
民
の
心
に
よ
り

沿
っ
た
進
め
方
を
。

問　

事
実
上
保
険
の
な
い
世

帯
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
は
？

答　

発
熱
外
来
が
あ
る
時
は
、

通
常
の
負
担
割
合
で
受
診
が

で
き
た
が
、７
月
に
発
熱
外

来
が
休
止
に
な
り
通
常
の
10

割
負
担
の
取
扱
に
な
る
。保

険
料
の
納
付
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
や
特
別
の
事
情
が
あ

る
場
合
は
相
談
に
応
じ
る
。

☆
資
格
証
明
書
に
「
病
気
及

び
負
傷
等
の
特
別
な
事
情
が

生
じ
た
と
き
は
す
み
や
か
に

申
し
出
く
だ
さ
い
」と
記
載

し
、受
診
控
え
か
ら
感
染
が

拡
大
し
な
い
よ
う
配
慮
を
。

鱧
谷
　
陽
子

保
育
所
の
給
食
に
つ
い
て

問問 答答

答 問

問問 答答

介
護
に
つ
い
て

妊
婦
検
診
に
つ
い
て

問問 答答

答答 問問問

答
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へ
の
還
元
策
な
ど
実
用
化
の

た
め
の
課
題
を
検
討
す
る
た

め
、京
大
実
験
所
・
大
阪
府

と
と
も
に
研
究
会
組
織
を
立

ち
上
げ
る
べ
く
調
整
を
進
め

て
い
る
。

　

先
進
医
療
と
し
て
認
定
さ

れ
る
た
め
に
必
要
な
方
策
や

医
療
技
術
を
還
元
で
き
る
ガ

ン
拠
点
の
構
築
な
ど
、実
用

化
後
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ

て
い
く
の
か
研
究
の
進
展
を

見
据
え
つ
つ
、研
究
会
組
織

の
中
で
鋭
意
検
討
し
て
い
く
。

　

熊
取
町
と
し
て
は
、今
年

度
か
ら
職
員
を
国
の
文
部
科

学
省
に
派
遣
す
る
と
と
も
に
、

８
月
か
ら
は
、文
部
科
学
省

か
ら
職
員
を
招
へ
い
す
る
な

ど
国
と
の
パ
イ
プ
作
り
に
も

力
を
入
れ
な
が
ら
、関
係
者

間
と
密
接
に
協
力
し
、取
組

み
を
強
化
し
て
い
く
。

　

10
月
９
日
、姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ミ
ル

ド
ラ
市
か
ら
の
訪
問
団
と
町
議
会
が
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

お
互
い
議
会
シ
ス
テ
ム
の
違
い
が
あ
り
ま
す
が
、今
後
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
友
好
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
合
意

し
ま
し
た
。

お
詫
び
と
訂
正

　

平
成
21
年
３
月
発
行
の
議

会
だ
よ
り
第
４
号
の
記
事
に

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

８
頁
江
川
慶
子
質
問
の
最

後
の
行

誤　
「
乳
が
ん
検
診
向
上
の

た
め
に
個
別
検
診
の
導
入
を

実
施
す
る
」

正　
「
乳
が
ん
検
診
向
上
の

た
め
に
個
別
検
診
の
導
入
を

検
討
し
て
い
る
」

お
知
ら
せ

　

月
岡
常
博
議
員
に
つ

い
て
は
、
一
身
上
の
都

合
に
よ
り

平
成
21
年
10
月
1
日
付

け
で
議
員
を
辞
職
し
ま

し
た
。

熊
取
ア
ト
ム
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
構
想
の
実
現
に
つ
い
て

医
療
技
術
を
還
元
で
き
る
ガ
ン
医
療
の
拠
点
構
築
ま
で
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

問　

京
都
大
学
原
子
炉
実
験

所
で
は
、発
足
以
来
、原
子
力

関
係
の
様
々
な
基
礎
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。特
に

我
々
の
暮
ら
し
や
健
康
に
身

近
で
多
く
の
方
々
の
関
心
が

高
い
の
が
先
進
的
な
ガ
ン
治

療
の
研
究
だ
。昨
年
、国
が
新

た
に
創
設
し
た
ス
ー
パ
ー
特

区
の
採
択
も
決
ま
り
さ
ら
な

る
進
展
が
期
待
さ
れ
る
。

　

中
性
子
捕
捉
療
法
の
実
用

化
、先
端
医
療
と
し
て
の
承

認
に
向
け
た
臨
床
研
究
、今

後
の
町
民
国
民
に
医
療
技
術

を
還
元
す
る
ガ
ン
医
療
の
拠

点
構
築
ま
で
の
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

本
町
で
は
京
大
原
子
炉

実
験
所
・
大
阪
府
と
と
も
に

研
究
成
果
を
地
域
社
会
に
還

元
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る

事
を
目
指
し
、熊
取
ア
ト
ム

矢
野
　
正
憲

サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
構
想
に

取
組
ん
で
い
る
。そ
の
中
で

中
性
子
捕
捉
療
法
の
実
用
化

に
つ
い
て
は
、最
重
要
課
題

で
す
。

　

実
験
所
で
は
こ
れ
ま
で
治

験
を
実
施
し
て
き
た
研
究
用

原
子
炉
に
加
え
、民
間
企
業

と
共
同
で
原
子
炉
が
無
く
て

も
中
性
子
を
発
生
さ
せ
る
事

が
で
き
る
治
療
用
の
小
型
加

速
器
（
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
）

を
世
界
で
初
め
て
開
発
し
、

実
験
所
内
に
設
置
し
て
い
る
。

　

加
速
器
を
利
用
し
た
治
験

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
お

り
、め
ざ
ま
し
い
進
展
を
見

せ
て
い
る
中
性
子
捕
捉
療
法

の
研
究
が
一
層
加
速
さ
れ
、

早
期
に
実
用
化
さ
れ
る
事
を

大
い
に
期
待
し
て
い
る
。

　

現
在
治
療
法
の
普
及
・
Ｐ

Ｒ
専
門
人
材
の
育
成
、地
域

   

ミ
ル
ド
ラ
市
訪
問
団
　

　
　
　  

町
議
会
と
懇
談

問答
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編 

集 

後 

記

　

霜
月
と
な
り
ま
し
た
、秋
も

深
ま
り
朝
夕
の
冷
え
込
み
が

身
に
凍
み
る
思
い
で
す
。

　

政
権
が
自
民
党
か
ら
民
主

党
に
変
わ
り
、突
然
の
施
策
変

更
に
社
会
が
騒
が
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、或
い
は
府
庁

移
転
問
題
な
ど
、橋
下
知
事
の

発
信
す
る
課
題
や
情
報
に
地

方
分
権
を
担
う
我
々
議
会
の

役
割
・
責
任
の
重
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
で
は
大
村
委

員
長
が
突
然
に
「
委
員
長
」を

辞
任
す
る
こ
と
に
な
り
、急
遽
、

私
、藤
原
が
後
任
の
委
員
長
を

努
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

委
員
長
は
代
わ
り
ま
し
た

が
、広
報
委
員
会
一
同
、頑
張

っ
て
力
を
合
わ
せ
議
会
の
説

明
責
任
を
果
た
す
べ
く
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

広
報
委
員
会
　
　
　
　
　

委 

員 

長　
　

藤
原
敏
司

　

副
委
員
長　
　

文
野
慎
治

　

委　
　

員　
　

白
間
泰
男

　

委　
　

員　
　

糀
谷
直
人

　

委　
　

員　
　

矢
野
正
憲

　

委　
　

員　
　

江
川
慶
子

委　
　

員　
　

大
村
敏
夫

視察に行ってきました
・りんくうキャンパスの視察について

　７月６日、４月より開講されたりんくうキャンパスの視察を
総務文教常任委員会で行いました。
　近年、食の安全・感染症の制圧・破壊される生態系の改善な
ど獣医科学に立脚した生命科学分野への期待が高まり、優れた
見識を備えた研究者の育成と人と動物の共生社会を目指す中、
生命の尊厳を実現する場として「りんくうキャンパス」が設立
しました。
　機能的な獣医臨床設備とあらゆる研究目的に対応した高度な
研究・実験設備には、我々視察したメンバーは、驚きを隠すこ
とが出来ませんでした。
　生命学術研究を通じて、多様な知的財産を蓄積し、関西圏い
や泉州圏にその役割が教育研究分野に浸透し、産業分野・研究
機関・民間機関の産学官連携施設の拠点として、長期的に社会
に貢献できることを本当に心より望むしだいであります。

〈視 察 目 的〉 ・地球温暖化対策について
　　　　　　 ・太陽光発電の取り組みについて

〈日　　　時〉８月５日
〈視　察　先〉・和泉市立青葉はつが野小学校

　Ｈ18年4月に開校し、太陽光パネルの設置、
雨水利用、屋上緑化、校庭の一部芝生化、緑のカー
テン、ソーラー防犯灯など先進的な取り組みを
実施。発電量表示板を設置し、環境教育も推進。
環境に配慮した取り組みを研修。

・三洋電機（貝塚市二色浜工場）
　太陽光パネルの製造を見学し、太陽光発電を
導入するメリットについて研修。

・貝塚市立東小学校
地球温暖化防止等環境配慮への取り組みとして
校庭の芝生化を実施推進されている学校を研修。

総務文教常任委員会事業厚生常任委員会

班 議員名（○班長） 11月の予定（9月議会の報告） 2月の予定（12月議会の報告）

1班

○渡辺　豊子
　坂上巳生男
　腕野　幸博
　矢野　正憲
　糀谷　直人

つばさが丘北
つばさが丘西・・・11/14（土）午前10時30分 
緑ヶ丘・・・11/14（土）午後7時30分 
五月ヶ丘・・・11/15（日）午後1時30分

和田 
成合 
朝代

2班

○田中　正旗
　鈴木　　実
　藤原　敏司
　鱧谷　陽子
　文野　慎治

紺屋・・・11/1（日）午前10時 
東和苑・・・11/1（日）午後7時 
青葉台・・・11/21（土）午後7時

大久保 
野田 
熊取グリーンヒル

3班

○大村　敏夫
　白間　泰男
　月岡　常博
　江川　慶子
　田中富士雄

若葉・・・11/3（火）午後7時 
つつじが丘・・・11/7（土）午後7時30分 
大宮・・・11/14（土）午後7時

大原 
桜が丘 
新野田

平成21年度議会報告会　今後の予定

この議会だよりを
お持ちください

皆さまの
ご参加を

お待ちして
います。


